
平成 27 年 10 月 １ 日 第 120 号シルバーやまがた

正会員数 925名　賛助会員 44個人・54団体（９月末現在）

会 報

第 平成27年10月１日発行

P2	 事業普及啓発促進月間
	 要請活動展開
P3	 安全標語入選発表会
	 安全講習会開催
P4	 会員の状況・就業状況について
	 長瀬理事長、県連合会会長に就任
P5	 地域紹介「わが街自慢」

P6～7	 会員のひろば
P8	 シルバーに人あり技あり心あり
	 女性部会だより
P9	 就業会員を訪ねて
	 新入会員紹介
P10	 事務局だより

―― 内 容 紹 介 ――

号 （公社）山形市シルバー人材センター広報部会

ホームページでもご覧いただけます。 山形市シルバー人材センター

彩りの世界（もみじ公園）（第二地区　佐藤輝夫さん撮影）
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平
成
二
十
七
年
度
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
定
時
総
会
が
六
月
二

十
五
日
開
催
さ
れ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
の
支
援
の
要
望
書
が
決
議
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
度
の
要
望
書
は
、「
生
涯
現

役
社
会
」
の
構
築
に
貢
献
す
る
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
補
助
金
の
確

保
・
公
共
事
業
の
発
注
な
ど
の
特
別
の
配

慮
と
、
会
員
の
働
き
方
に
係
る
「
臨
時
・

短
期
、
軽
易
」
要
件
の
緩
和
、
最
長
三
年

の
派
遣
契
約
期
間
制
度
を
廃
止
す
る
改
正

派
遣
法
案
の
早
期
成
立
を
要
請
す
る
内
容

で
す
。

　

こ
の
決
議
を
受
け
、
七
月
十
三
日
、
長

瀬
理
事
長
と
笹
原
事
務
局
長
が
市
川
昭
男

山
形
市
長
と
石
澤
秀
夫
山
形
市
議
会
議
長

に
対
し
て
要
望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
要
望
書
の
内
容
と
セ
ン
タ
ー
運
営

の
実
情
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

全
シ
協
総
会
決
議
を
受
け
、

�

市
長
・
議
長
へ
要
請
活
動
を
展
開

10月は事業普及啓発促進月間です
―地域活動の一層の推進をー

　

高
齢
者
の
就
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
通
し
た
地
域
社
会
へ
の

参
加
を
一
層
促
進
す
る
た
め
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
組
織
・
機

能
の
拡
充
が
大
変
重
要
で
す
。

　

今
年
も
十
月
は
、
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
と
し
て
、
全
国
一
斉
に

事
業
の
普
及
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
次
の
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
会
員
の

皆
様
の
ご
協
力
と
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
　
事
業
の
実
施
期
間

　
　

十
月
一
日
（
木
）
か
ら
十
月
三
十
一
日
（
土
）

二
　
事
業
の
実
施
内
容

①
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
主
催
の
安
全
就
業
推
進
大
会

へ
の
参
加
（
十
月
十
六
日
・
山
形
テ
ル
サ
）

②
会
員
と
市
民
が
交
流
す
る
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
等
の
開
催
（
会
員
互

助
会
文
化
祭
に
お
け
る
活
動
風
景
パ
ネ
ル
展
示
）

③
役
職
員
、
会
員
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
社
会
奉
仕
活
動

の
実
施
（
会
員
に
よ
る
街
路
清
掃
活
動
及
び
交
通
安
全
啓
発
活
動

（
十
月
八
日
）、
地
区
研
修
会
会
場
等
の
清
掃
等
社
会
奉
仕
活
動

の
実
施
）

④
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
報
道
の
働
き
か
け
（
普
及
啓
発
活
動
内

容
等
の
山
形
市
役
所
市
政
記
者
ク
ラ
ブ
へ
の
情
報
提
供
）

⑤
ポ
ス
タ
ー
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
広
報
用
映
像
等
を
活
用
し
た
役
職

員
、
会
員
に
よ
る
普
及
啓
発
活
動
及
び
加
入
の
働
き
か
け
の
実
施

（
役
職
員
に
よ
る
街
頭
啓
発
活
動
（
イ
オ
ン
山
形
南
店
・
山
形
北

店
）、
一
：
一
（
イ
チ
イ
チ
）
運
動
の
推
進
）



－ 3 －

平成 27 年 10 月 １ 日 第 120 号シルバーやまがた

　
　

安
全
就
業
推
進
委
員
会

�

委
員
長　

樋
　
口
　
健
　
一

　

八
月
十
日
、
山
形
テ
ル
サ
に
て
、
第
十

二
回
安
全
就
業
標
語
入
選
発
表
と
表
彰
式

後
に
、
安
全
講
習
会
が
行
わ
れ
、
一
二
九

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
事
業
計
画
で
、「
事
故
ゼ
ロ

を
目
指
し
た
活
動
の
推
進
」
の
中
に
「
交

通
事
故
防
止
の
啓
発
」
活
動
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
目
的
で
、
山
形
警
察
署
交
通
第
一
課

主
任
の
大
宮
啓
二
氏
と
生
活
安
全
課
係
長

の
溝
越
浩
明
氏
か
ら
「
高
齢
者
の
交
通
安

全
に
つ
い
て
」
と
「
特
殊
詐
欺
（
振
込
詐

欺
・
オ
レ
オ
レ
詐
欺
等
）
の
防
止
に
つ
い

て
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

毎
日
、
交
通
事
故
の
報
道
が
後
を
絶
た

ず
、
高
齢
者
、
子
供
に
関
係
な
く
大
き
な

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
交
通
事
故

か
ら
「
自
分
の
命
を
守
り
、
他
人
の
命
も

守
れ
る
よ
う
な
運
転
」
も
必
要
で
す
。
ま

た
、
交
通
ル
ー
ル
が
変
更
に
な
り
「
横
断

歩
行
者
妨
害
」
で
指
導
を
受
け
る
運
転
者

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
横
断
歩

道
で
歩
行
者
が
渡
ろ
う
と
し
て
い
る
場
合

は
、
一
時
停
止
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
違
反
す
る
と
罰
則
が
適
用
と
な
る

こ
と
を
知
り
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
交
通

ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
る
こ
と
が
、
重
要

で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
で
き
た
講
演
で
し

た
。

　

特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
は
、
日
々
巧
妙
化

す
る
詐
欺
行
為
を
自
ら
防
止
す
る
に
は
、

「
自
分
は
大
丈
夫
」
の
過
信
を
無
く
し

チ
ョ
ッ
ト
で
も
疑
問
を
持
っ
た
ら
、
家
族

か
知
人
に
相
談
す
る
。
ま
た
、
様
々
な
詐

欺
行
為
の
電
話
は
、
ハ
ロ
ー
ペ
ー
ジ
か
ら

電
話
を
掛
け
る
の
が
一
般
的
な
の
で
、
出

来
れ
ば
ハ
ロ
ー
ペ
ー
ジ
か
ら
電
話
番
号
を

削
除
す
る
こ
と
を
、
お
勧
め
し
ま
す
。
ま

た
、「
う
ま
い
話
は
落
と
し
穴
」
う
ま
い

話
が
あ
っ
た
ら
警
察
に
と
の
ア
ド
バ
イ
ス

が
あ
り
ま
し
た
。

　

フ
ル
ー
ト
演
奏
を
交
え
な
が
ら
、
ユ
ー

モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
講
演
で
、
大
変
有
意
義

な
安
全
講
習
会
で
し
た
。

　

八
月
十
日
、
山
形
テ
ル
サ
に
て
、
第
十
二
回
安
全
就
業
標
語
入
選
発
表
会

が
行
わ
れ
、
応
募
数
二
一
五
編
の
中
か
ら
、
最
優
秀
作
品
一
編
、
優
秀
作
品

二
編
、
佳
作
五
編
が
入
選
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
入
選
さ
れ
ま
し
た
皆
様
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

安全標語入選発表・安全講習会の開催

安
全
標
語
入
選
作

最
優
秀

　
笑
顔
あ
る
　シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
で
　
安
全
就
業

　
　
　
　
　
　
（
南
山
形
・
本
沢
地
区
　
塩
野
　
邦
雄
）

優

秀

　ヒ
ヤ
リ
ハッ
ト
の
体
験
を
　
思
い
お
こ
し
て
　
事
故
防
止

（
鈴
川
三
地
区
　
阿
部
　
一
雄
）

　
忘
れ
ま
い
　
油
断
と
過
信
が
　
事
故
ま
ね
く

（
第
十
地
区
　
上
谷
　
一
郎
）

佳

作

　
「
気
を
つ
け
て
」
　
孫
の
笑
顔
で
　
今
日
も
一
日
　
安
全
就
業

　
（
第
二
地
区
　
村
田
せ
つ
子
）

　
指
差
呼
称
　
見
え
な
い
所
も
　
見
え
て
く
る（

西
地
区
　
樋
口
　
俊
治
）

　
気
の
ゆ
る
み
　
心
の
ゆ
る
み
　
事
故
の
も
と

（
第
三
地
区
　
清
水
　
勇
）

　
就
業
前
　み
ん
な
で
唱
え
よ
う
　
事
故
ゼ
ロ
行
進

（
第
三
地
区
　
志
田
　
健
司
）

　
見
の
が
す
な
　
小
さ
な
き
け
ん
が
　
大
き
な
事
故
に

（
金
井
地
区
　
高
田
さ
と
子
）

安
全
講
習
会

第12回
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六
月
二
十
三
日
、
山
形
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
の
定
時
総
会
が

開
催
さ
れ
、
会
長
を
務
め
た
堀
江
前
会

長
が
退
任
し
、
当
セ
ン
タ
ー
の
理
事
長

で
あ
る
長
瀬
洋
男
氏
が
会
長
に
就
任
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
山
形
市
S
C
の

み
な
ら
ず
、
県
下
S
C
の
た
め
に
そ
の

手
腕
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

山
形
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理

事
長
と
し
て
は
山
形
市
長
・
議
長
へ
要

請
活
動
を
行
い
ま
し
た
が
、
連
合
会
会

長
と
し
て
の
活
動
と
し
て
、
吉
村
美
栄

子
山
形
県
知
事
へ
要
望
書
を
手
渡
し
、

県
内
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
支

援
を
要
請
し
ま
し
た
。

山
形
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�

連
合
会
会
長
に
就
任
し
ま
し
た吉村知事への要望

①会員の状況
月別 入会者数 退会者数 当月末会員数 備考
27.3.31 959 前年度末会員数
４月 11（男8、女3） 103（男76、女27） 867 
５月 19（男14、女5） 1（男１、女0） 885 
６月 14（男9、女5） 0 899 
７月 10（男7、女3） 1（男１、女0） 908 
８月 10（男8、女2） 0 918 
合計 男：704　女：214

②就業状況
区　　　　分 職　　　　群 就業延人員 備　　　　考

一 般 受 注

技術群 0 経理事務、パソコン作業　など
技能群 17,760 襖張り、障子張り、剪定　など
事務整理群 1,698 賞状筆耕、統計事務　など
管理群 21,101 駐車場管理、施設管理　など
折衝外交群 139 量販店での作業　など
一般作業群 15,499 除草、草刈り、清掃　など
サービス群 788 病院での洗濯、らくらく応援隊　など
計 56,985 

独 自 事 業

自転車再生 140
家具リサイクル 3
即売会 2
計 145

子 育 て 支 援 子育て支援 374
合　　　計 57,504 

会
員
の
状
況
・
就
業
状
況
に
つ
い
て

 

平
成
二
十
七
年
四
月
か
ら
平
成
二
十
七
年
八
月
末
ま
で（
上
半
期
）
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地域
紹介 パート

Ⅱわが街自慢

高
橋
　
直
義

伊
東
　
義
雄

第

九

地

区

　

私
達
の
住
む
檜
町
・
馬
見
ヶ
崎
地

区
は
、
馬
見
ヶ
崎
川
流
域
に
あ
り
ま

す
。
山
形
市
は
馬
見
ヶ
崎
川
の
扇
状

地
に
発
展
し
た
町
で
あ
り
、
川
を
中

心
に
生
活
と
文
化
が
生
ま
れ
た
所
で

も
あ
り
ま
す
。
今
か
ら
三
八
〇
年
程

前
、
元
和
八
年
大
洪
水
を
繰
り
返
し

て
い
ま
し
た
。
馬
見
ヶ
崎
川
の
流
れ

を
、
盃
山
の
ふ
も
と
か
ら
一
気
に
北

上
さ
せ
る
と
い
う
、
大
改
修
工
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
馬
に
乗
っ

て
、
み
さ
き
か
ら
指
揮
を
し
て
い
た

の
で
、「
馬
見
ヶ
崎
」
の
地
名
が
つ

い
た
と
い
う
由
来
も
あ
り
ま
す
。
馬

見
ヶ
崎
川
か

ら
、「
十
二

分
々
水
」
と

い
う
方
法
で

取
水
し
て
五

堰
に
流
し
ま

し
た
。
今
で

は
市
民
の
生

活
、
街
の
観

光
に
も
役

立
っ
て
い
ま

す
。

　

上
流
に
は
唐
松
観
音
、
ジ
ャ
バ
、

河
畔
の
桜
並
木
、
い
も
煮
会
、
薬
師

公
園
、
済
生
病
院
、
中
央
病
院
、
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
い
う
、
い

ろ
ん
な
文
化
や
大
規
模
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ゾ
ー
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

や
水
の
歴
史
と
共
に
川
の
流
域
に
は

こ
れ
か
ら
も
、
大
き
な
期
待
と
展
望

が
あ
る
わ
け
で
す
。
我
々
の
先
人
達

は
、
大
洪
水
、
分
水
、
伝
染
病
等
、

い
ろ
ん
な
困
難
も
あ
っ
た
わ
け
で
す

が
、
今
後
も
自
然
を
中
心
と
し
た
生

活
、
文
化
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
か
と
思
い
ま
す
。

　

わ
が
第
六
地
区
は
山
形
市
立
第
六

小
学
校
及
び
第
六
中
学
校
が
あ
り
、

仙
台
に
通
じ
る
国
道
二
八
六
号
線

（
通
称
笹
谷
街
道
）
が
山
形
市
南
部

を
東
西
に
横
切
り
、
鉄
砲
町
交
差
点

か
ら
国
道
三
四
八
号
に
変
わ
り
白
鷹

経
由
で
長
井
に
続
き
ま
す
。
一
日
の

交
通
量
は
三
万
台
を
超
え
る
山
形
市

で
唯
一
の
大
横
断
道
で
、
東
を
望
め

ば
山
形
市
の
花
で
あ
る
ベ
ニ
バ
ナ
の

種
を
山
か
ら
市
内
一
円
に
蒔
い
た
と

さ
れ
て
い
る
標
高
四
七
一
メ
ー
ト
ル

の
千
歳
山
、
西
を
眺
め
れ
ば

標
高
四
〇
二
メ
ー
ト
ル
の

富
神
山
と
い
ず
れ
も
ペ
ロ

リ
ン
君
の
よ
う
な
三
角
の

山
が
目
に
入
り
ま
す
。
四
車

線
の
沿
道
に
は
銀
行
・
レ
ス

ト
ラ
ン
・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
・
病
院
・
量
販
店
等
が
連

な
っ
て
お
り
商
業
激
戦
区

で
す
。

　

そ
し
て
ど
う
し
て
も
行

き
た
く
な
い
の
が
、
皆
が
世

話
に
な
る
場
所
山
形
市
斎

場
が
あ
り
ま
す
。
以
前
は
六

中
や
旧
校
舎
の
山
商
を
卒
業
し
た
方

は
よ
く
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
が
、

独
特
の
け
む
り
（
香
り
？
）
で
東
北

東
の
地
域
を
悩
ま
せ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
三
十
数
年
前
に
煙
突
の
な
い

近
代
的
設
備
の
新
斎
場
に
な
っ
て
か

ら
は
、
け
む
り
も
な
く
全
然
気
に
し

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
」
ま

だ
ま
だ
飛
躍
を
続
け
る
地
区
で
あ
り
、

車
が
な
く
て
も
充
分
暮
ら
せ
る
地
区
、

そ
れ
が
わ
が
街
第
六
地
区
で
す
。

第

六

地

区

国道286号線

馬見ヶ崎河畔
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「
人
生
下
り
坂
最
高
」
な
ど
と
言
い
な

が
ら
日
本
中
を
自
転
車
で
駆
け
回
っ
て
い

る
俳
優
さ
ん
が
い
る
が
、
今
ま
さ
に
私
の

人
生
下
り
坂
最
高
と
言
っ
た
と
こ
ろ
。
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
お
陰
で
働
く
機

会
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
以
外
は
趣
味
の
時

間
。
春
か
ら
初
夏
は
プ
ラ
ン
タ
ー
に
い
っ

ぱ
い
花
や
野
菜
の
苗
を
植
え
、
季
節
が
よ

け
れ
ば
河
原
で
川
魚
（
オ
イ
カ
ワ
）
の
餌

付
け
や
、
野
鳥
を
観
察
し
な
が
ら
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
し
、
そ
れ
が
で
き
な
い
日
は
、

撮
り
た
め
た
写
真
を
見
な
が
ら
水
彩
画
を

描
く
。
気
が
向
け
ば
幼
馴
染
と
食
事
を

し
、
退
職
前
の
同
僚
が
定
期
的
に
酒
宴
に

誘
っ
て
く
れ
る
。
妻
と
休
み
が
重
な
れ
ば

ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
東
北
の
奥
深
さ
に
感

動
す
る
。
遠
く
離
れ
て
暮
ら
す
孫
が
年
に

数
回
や
っ
て
き
て
「
じ
い
ち
ゃ
ん
、
じ
い

ち
ゃ
ん
」
と
慕
っ
て
く
れ
る
。
ま
だ
現
役

で
働
く
妻
の
た
め
し
ぶ
し
ぶ
始
め
た
料
理
、

こ
れ
が
結
構
面
白
く
、「
今
日
は
プ
ラ
ン

タ
ー
で
育
て
た
な
す
を
使
っ
て
何
作
ろ
う

か
？
」
な
ん
て
。
さ
あ
、
明
日
は
何
し
て

楽
し
も
う
。

　

私
は
昨
年
五
月
に
四
十
年
勤
務
し
た
会

社
を
雇
用
期
間
満
了
で
退
職
し
ま
し
た
。

会
社
は
生
保
・
損
保
の
代
理
店
で
県
内
の

業
界
で
は
業
績
上
位
で
し
た
。
社
員
は
役

員
を
含
め
て
三
十
名
程
で
す
。
担
当
は
営

業
で
面
談
の
相
手
は
企
業
の
経
営
者
で
し

た
。
保
険
の
営
業
で
す
か
ら
提
案
か
ら
プ

レ
ゼ
ン
へ
と
進
み
、
契
約
を
締
結
し
た
時

は
喜
び
と
や
り
が
い
を
感
じ
た
も
の
で
す

が
緊
張
の
連
続
で
し
た
。

　

火
災
事
故
の
現
場
に
立
ち
会
っ
た
こ
と

も
何
度
か
あ
り
ま
す
。
現
場
の
悲
惨
な
状

況
を
見
て
お
の
ず
と
防
災
意
識
が
身
に
つ

い
た
も
の
で
す
。
又
自
動
車
保
険
は
事
故

が
つ
き
も
の
で
す
。
事
故
処
理
で
は
契
約

者
の
立
場
に
な
っ
て
相
手
方
と
交
渉
し
た

も
の
で
す
。

　

四
十
年
の
営
業
は
厳
し
か
っ
た
が
、
上

司
に
指
導
し
て
頂
き
同
僚
の
協
力
を
得
な

が
ら
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
六
十
九
歳
ま
で
フ
ル
タ
イ

ム
で
働
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
大
変
幸
せ

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
の
経
験
を

活
か
し
セ
ン
タ
ー
か
ら
紹
介
頂
い
た
仕
事

に
精
通
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

山
形
市
の
高
齢
化
率
（
二
十
七
年
度
）

二
十
六
・
九
％
今
後
も
増
加
傾
向
。
又
認

知
症
の
方
も
増
加
、
年
を
と
っ
て
も
健
康

で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
為
に
は
、

適
切
な
運
動
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、

他
の
方
と
会
話
し
て
頭
を
使
う
等
、
意
識

的
に
刺
激
を
与
え
、
活
性
化
が
必
要
と
看

護
師
さ
ん
か
ら
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

家
庭
菜
園
を
し
て
お
り
、
畑
に
行
く
と

仕
事
は
沢
山
あ
り
、
毎
朝
汗
だ
く
に
な
り
、

毎
年
同
じ
よ
う
に
作
業
や
っ
て
も
天
候
も

変
わ
る
の
で
作
物
は
同
じ
よ
う
に
出
来
な

い
。
頭
を
使
い
色
々
と
工
夫
す
る
の
が
楽

し
い
。
又
、
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
で
一
か

月
半
日
ず
つ
約
十
二
日
間
勤
め
て
お
り
、

ネ
ク
タ
イ
を
し
て
服
装
を
整
え
出
勤
し
ま

す
の
で
、
時
間
に
く
ぎ
り
が
つ
き
体
に
も

生
活
の
リ
ズ
ム
が
出
来
良
い
職
場
で
す
。

　

町
内
の
役
も
あ
り
、
一
日
が
早
い
で
す

西
地
区

�

梛
橋
　
芳
雄

人
生　

下
り
坂　

最
高

飯
塚
・
椹
沢
地
区

�

星
野
　
清
六

元
気
で
働
け
る
こ
と
に
感
謝

千
歳
地
区

�

佐
藤
　
保
嘉

退
職
し
て
思
う
こ
と
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が
忙
し
く
動
け
る
事
は
あ
り
が
た
い
事
で

す
。
多
く
の
方
々
の
お
蔭
様
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
み
ん
な
に
感
謝
し
て
い
る
今
日

こ
の
頃
で
す
。

　

還
暦
後
、
友
人
を
案
内
し
飯
豊
山
に
登

る
こ
と
に
な
っ
た
。
お
互
い
ま
だ
ま
だ
気

力
、
体
力
共
に
充
実
し
何
不
足
な
い
気
持

ち
だ
っ
た
。

　

登
山
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
途
中
か
ら
雪

渓
コ
ー
ス
に
入
っ
た
が
順
調
だ
っ
た
。
雪

渓
を
三
分
の
二
程
上
り
大
分
疲
労
が
出
て

来
た
と
思
い
な
が
ら
登
っ
て
い
た
時
、
後

ろ
か
ら
「
あ
っ
」
と
い
う
声
が
し
た
。

　

振
り
返
る
と
雪
渓
斜
面
を
滑
落
し
て
い

た
。
幸
い
に
も
三
十
メ
ー
ト
ル
位
で
停
止

し
た
が
暫
く
脇
腹
を
押
え
た
ま
ま
動
け
な

か
っ
た
。
他
の
パ
ー
テ
ィ
の
助
け
を
借
り

よ
う
や
く
雪
渓
を
上
り
切
っ
た
も
の
の
足

が
痙
攣
し
、
ひ
ど
く
疲
れ
切
っ
た
状
態

だ
っ
た
。

　

当
然
そ
の
行
の
予
定
を
中
止
し
下
山
し

た
が
友
人
は
肋
骨
骨
折
の
大
怪
我
を
負
っ

て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

一
歩
違
っ
て
い
た
ら
大
き
な
遭
難
事
故

か
と
肝
を
冷
や
す
苦
い
経
験
を
し
た
。

　

自
分
や
相
方
の
体
力
・
運
動
能
力
・
特

に
加
齢
に
よ
る
体
力
の
減
退
状
態
等
を
考

慮
に
入
れ
て
コ
ー
ス
選
択
な
ど
を
す
べ
き

で
あ
っ
た
と
深
く
反
省
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

高
瀬
地
区
は
、
自
然
豊
か
な
里
山
が
多

く
、
紅
花
の
里
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

栽
培
し
て
い
る
紅
花
は
、「
最
上
紅
花
」

と
い
う
ト
ゲ
の
あ
る
品
種
で
す
。
生
産
者

は
十
四
軒
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
伝
統

あ
る
紅
花
畑
を
堅
持
し
て
い
ま
す
。
収
穫

時
期
の
紅
花
は
、
黄
色
で
埋
め
つ
く
さ
れ
、

す
ば
ら
し
い
紅
花
畑
に
な
り
ま
す
。
紅
花

か
ら
黄
色
と
紅
色
の
二
色
を
抽
出
す
る
こ

と
出
来
ま
す
が
、
黄
色
九
十
九
％
で
残
り

一
％
は
紅
色
で
あ
り
、
染
料
と
し
て
の
紅

花
は
貴
重
で
高
価
な
も
の
と
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
ち
い
っ
と
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
江

戸
時
代
「
紅
」
の
原
料
と
な
る
紅
餅
は
、

一
駄
（
馬
一
頭
が
背
負
う
荷
重
に
相
当
）

で
米
百
表
の
価
値
、
米
や
金
を
遥
か
に
し

の
ぐ
も
の
と
な
り
「
米
の
百
倍
・
金
の
十

倍
」
と
謳
わ
れ
る
高
級
品
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
出
羽
山
形
城
十
一
代
城
主
最
上
義
光

が
紅
花
の
流
通
の
増
加
に
伴
い
「
花
市

場
」
を
作
っ
た
こ
と
で
山
形
は
商
業
都
市

と
し
て
栄
え
て
、
大
い
に
に
ぎ
や
か
で
上

方
か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
っ
た
と
の
い
い

伝
え
が
あ
り
ま
す
。
紅
花
の
里
高
瀬
と
し

て
毎
年
七
月
十
日
前
後
に
美
し
い
紅
花
畑

が
広
が
り
ま
す
。
高
瀬
地
区
の
み
な
さ
ん

が
一
体
に
な
り
盛
大
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

毎
年
県
内
外
か
ら
大
勢
の
お
客
さ
ん
が
来

ら
れ
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の
皆
さ

ん
も
是
非
高
瀬
の
紅
花
を
歴
史
の
流
れ
を

思
い
出
し
な
が
ら
美
し
い
紅
花
を
見
て
楽

し
ん
で
み
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

滝
山
一
地
区

�

梅
津
　
孝
則

苦
い
登
山
経
験
か
ら
学
ん
だ
体
力
の
減
退

山
寺
・
高
瀬
地
区

�

赤
塚
　
正
弘

紅
花
の
里
・
高
瀬
へ
き
て
け
ら
っ
し
ゃ
い

紅花畑
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セ
ン
タ
ー
の
愛
好
会
・
シ
ル
バ
ー
コ
ー

ラ
ス
銀
の
笛
（
現
在
会
員
十
二
名
・
月
二

回
・
第
二
、
第
四
木
曜
日
・
中
央
公
民
会

に
て
練
習
）
の
代
表
を
務
め
る
金
丸
政
子

さ
ん
は
、
会
の
発
足
時
か
ら
携
わ
り
す
で

に
十
二
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

「
発
足
当
時
は
会
員
三
十
名
を
超
し
大

き
な
ス
テ
ー
ジ
に
も
立
ち
、
楽
し
い
思
い

出
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
き
た
が
、
高
齢

化
・
体
調
不
良
・
家
庭
の
事
情
等
で
会
員

が
少
な
く
な
り
残
念
で
な
ら
な
い
。」
と

少
し
ば
か
り
寂
し
げ
。

　

「
で
も
ね
」
と
明
る
い
表
情
で
グ
ル
ー

プ
の
現
在
の
あ
り
の
ま
ま
を
話
し
て
く
れ

た
。「
会
員
み
ん
な
が
会
の
仕
事
を
手
分

け
し
て
分
担
し
て
実
行
し
て
い
ま
す
。
ど

ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
役
割
を
持
つ
こ
と

は
励
み
に
な
る
で
し
ょ
う
。
鍵
の
係
・
コ

ピ
ー
係
・
会
計
係
…
…
み
ん
な
が
会
員
の

た
め
に
役
に
立
つ
と
い
う
こ
と
は
張
り
合

い
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
練
習
に
も
い
ろ
い

ろ
考
え
て
あ
る
の
。
コ
ー
ラ
ス
の
練
習
を

し
た
後
、
飴
玉
タ
イ
ム
と
言
っ
て
飴
玉
を

し
ゃ
ぶ
っ
て
休
憩
。
そ
の
あ
と
、
自
分
の

好
き
な
歌
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
ピ
ア
ノ
伴

奏
に
合
わ
せ
て
思
い
っ
き
り
歌
う
の
で
す
。

　

そ
の
歌
に
は
、
そ
の
人
の
人
生
の
中
で

何
か
特
別
の
思
い
入
れ
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
。
そ
こ
が
い
い
の
よ
。
会
員
の
人
が
歌

う
こ
と
に
よ
っ
て
元
気
を
取
り
戻
し
、
体

調
が
以
前
よ
り
よ
く
な
っ
た
人
も
い
る
の
。

だ
か
ら
、
歌
は
心
の
支
え
に
な
る
の
。
最

近
は
練
習
の
後
、
近
く
の
店
で
テ
ィ
ー
タ

イ
ム
。
そ
の
時
の
話
題
が
い
ろ
い
ろ
あ
っ

て
と
っ
て
も
楽
し
い
の
。
会
員
募
集
中
で

す
」
と
話
が
弾
む
。

　

会
員
の
平
均
年
齢

七
十
五
才
。
以
前
は

保
育
士
と
し
て
務
め

ら
れ
た
経
験
が
会
員

の
心
を
つ
か
ん
で
お

ら
れ
る
と
感
じ
た
。

�

（
取
材
・
広
報
部
）

シ
ル
バ
ー
に

人
あ
り
　
技
あ
り
　
心
あ
り

歌
は
楽
し
い

�
歌
は
心
の
支
え

　

七
月
三
十
一
日　

真
夏
の
暑
い
中
、

女
性
部
会
事
業
活
動
の
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
は
「
わ
く
わ
く
折
り

紙
教
室
」。
講
師
の
先
生
は
女
性
部
役

員
の
塩
野
美
智
子
さ
ん
。
童
心
に
か

え
っ
て
み
な
さ
ん
二
点
の
作
品
つ
く
り

に
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。
一
点
目
は
立

体
的
な
五
枚
の
パ
ー
ツ
か
ら
な
る
ク
リ

ス
マ
ス
用
の
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
「
お
星
さ

ま
」、二
点
目
は
縁
起
の
良
い
ゴ
ー
ジ
ャ

ス
な
「
福
鶴
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
折

り
紙
を
直
角
二
等
辺
三
角
形
状
に
な
る

よ
う
に
半
分
に
折
り
開
い
て
戻
し
ま

す
。
簡
単
で
楽
勝
と
思
い
き
や
、
や
っ

て
み
る
と
意
外
に
高
度
な
テ
ク
ニ
ッ
ク

が
次
々
必
要
。
難
関
あ
り

で
大
苦
戦
。
わ
く
わ
く
感

を
た
っ
ぷ
り
味
わ
い
ま
し

た
。
頭
の
体
操
に
最
高
で

す
。
こ
れ
が
ま
た
楽
し
く

予
定
時
間
よ
り
か
な
り

オ
ー
バ
ー
し
ま
し
た
が
、

素
敵
な
飾
り
「
お
星
さ

ま
」
と
幸
せ
を
呼
ぶ
「
福

鶴
」
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。「
や
っ
た
ぁ
ー
！
」。
皆
さ
ん
の
満

面
の
笑
顔
が
素
敵
で
し
た
。
会
場
整
理

の
後
、
昼
食
会
に
入
り
美
味
し
い
お
弁

当
を
頂
き
な
が
ら
大
先
輩
も
初
参
加
の

方
も
お
し
ゃ
べ
り
が
は
ず
み
、
大
き
な

笑
い
声
と
と
も
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
元
気

に
楽
し
く
仲
良
く
お
仕
事
を
続
け
る
た

め
に
、
こ
れ
か
ら
も
魅
力
的
な
楽
し
い

講
習
会
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。
今
年

度
よ
り
女
性
会
員
の
た
め
の
楽
し
い
集

い「
し
る
ん
ば
コ
ミ
サ
ロ
ン
」も
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

女
性
部
会
だ
よ
り

�

女
性
部
会
長
　
村
田
せ
つ
子

第
六
地
区

�
金
丸
　
政
子
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第
一
地
区�

服
部　

一
夫

第
二
地
区�

原
田　

泰
幸

第
三
地
区�

増
田　

喜
裕

第
四
地
区�

田
中　

栄
子

第
五
地
区�

井
上　

菊
二

第
六
地
区�

小
野
寺　

清

西

地

区�

小
笠
原
洋
一

第
十
地
区�

渡
邉
禎
次
郎

鈴
川
二
地
区�

狩
野　

安
芳

�

佐
藤　

文
子

鈴
川
三
地
区�

長
尾　

栄
介

�

鈴
木　

洋
子

�

小
田
島
政
吉

千
歳
地
区�

東
海
林
静
雄

飯
塚
・
椹
沢
地
区�

池
田　

恒
夫

�

長
岡　

正
昭

東
沢
地
区�

鈴
木　

信
子

滝
山
一
地
区�

土
田　

一
夫

�

佐
藤　

利
彦

�

平
井　

信
夫

�

齊
藤　

鉄
治

金
井
地
区�

阿
部
美
佐
子

蔵
王
地
区�

遠
藤　

昭
夫

南
山
形
・
本
沢
地
区�

佐
藤　

洋
子

�

高
橋　

孝
義

�

加
藤　

武
男

南
沼
原
地
区�

伊
藤　

廣

　

七
日
町
通
り
の
ナ

ナ
ビ
ー
ン
ズ
の
三
階

の
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ

21
、「
モ
ン
テ
デ
ィ
オ

山
形
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

シ
ョ
ッ
プ
」
を
訪
問
し

ま
し
た
。
取
材
の
申
し

出
に
、
リ
ー
ダ
ー
の
設

楽
み
つ
さ
ん
よ
り
応

対
し
て
頂
き
、
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。
プ
ラ
ザ

の
設
立
は
二
〇
〇
九

年
に
当
ビ
ル
の
八
階
で
オ
ー
プ
ン
し
、

二
〇
一
四
年
四
月
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
が

Ｊ
２
在
籍
時
に
三
階
フ
ロ
ア
ー
に
移

転
し
、
営
業
を
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
構
成
は
シ
ル

バ
ー
会
員
四
名
で
、
時
間
は
十
時
か

ら
十
四
時
・
十
四
時
か
ら
十
八
時
の

シ
フ
ト
制
で
、
い
つ
も
連
帯
を
図
り

な
が
ら
就
業
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
業
務
内
容
は
、
チ
ケ
ッ
ト
販
売

を
主
体
に
、
商
品
の
陳
列
販
売
、
イ

ベ
ン
ト
の
手
伝
い
、
パ
ソ
コ
ン
で
の

在
庫
そ
の
他
の
管
理
、
又
、
お
客
様

に
は
熱
烈
な
サ
ポ
ー
タ
ー
や
、
業
界

に
詳
し
い
質
問
客
、
女
性
サ
ポ
ー

タ
ー
や
、
年
齢
層
も
多
岐
に
わ
た
り
、

シ
ル
バ
ー
会
員
の
立
場
上
、
知
識
不

足
は
「
明
る
く
、
気
配
り
」
を
心
掛

就業会員を訪ねて
設楽　みつ（スポーツプラザ21）

け
、
そ
の
方
に
合
わ
せ
た
責
任
感
の
あ
る

対
応
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

そ
の
あ
と
に
、
設
楽
さ
ん
に
今
の
仕
事

を
や
っ
て
苦
労
し
た
こ
と
、
や
っ
て
良

か
っ
た
と
思
っ
た
こ
と
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
熱
烈
な
女
性
サ
ポ
ー
タ
ー

の
方
の
苦
情
の
話
し
が
あ
り
、
そ
れ
は
、

な
が
な
が
と
し
た
ク
レ
ー
ム
で
、
設
楽
さ

ん
は
反
論
も
し
な
い
で
聴
く
こ
と
に
徹
し

て
、
そ
の
場
は
終
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

忘
れ
た
頃
に
偶
然
に
そ
の
方
に
出
会
い
、

相
手
の
方
か
ら
あ
の
日
の
こ
と
の
お
詫
び

の
言
葉
と
謝
罪
の
態
度
を
受
け
ま
し
た
。

と
の
話
で
「
聴
き
上
手
は
話
し
上
手
」
を

思
い
出
し
、
新
た
な
知
人
が
出
来
た
、
設

楽
さ
ん
の
人
柄
と
温
か
な
包
容
力
が
表
れ

て
い
る
話
で
し
た
。
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

に
は
人
生
経
験
の
豊
か
な
優
秀
な
人
が
多

い
と
強
く
感
じ
た
有
意
義
な
取
材
で
し
た
。

�
（
取
材
・
広
報
部
）

（７月１日～９月30日まで）
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（公社）
山
形
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

山
形
市
双
葉
町
一
丁
目
二
番
三
号

電
話（
〇
二
三
）六
四
七−

六
六
四
七

あ と が き
　

今
年
の
花
笠
祭
り
は
三
日
間
と
も

天
候
に
恵
ま
れ
、
五
十
二
団
体
で
約

四
七
〇
〇
人
の
踊
り
手
が
県
内
外
か

ら
の
観
光
客
を
楽
し
ま
せ
、
も
て
な

し
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年

の
夏
は
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
よ
う
な
暑
さ
に
も
な
り
、
熱
中
症

で
病
院
に
搬
送
さ
れ
る
方
も
ニ
ュ
ー

ス
等
で
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
と
申

し
ま
す
が
残
暑
見
舞
い
を
出
す
間
も

な
く
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
つ
つ
、
寒

暖
の
差
に
体
調
が
つ
い
て
い
け
な
い

よ
う
な
気
も
い
た
し
ま
す
。
や
は
り

地
球
温
暖
化
の
影
響
な
の
で
し
ょ
う

か
。
健
康
に
は
十
分
留
意
し
安
全
就

業
に
努
め
日
々
の
生
活
を
送
り
た
い

も
の
で
す
。

　

秋
は
芋
煮
会
・
文
化
祭
等
会
員
の

多
彩
な
作
品
を
見
学
で
き
る
行
事
イ

ベ
ン
ト
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

会
員
と
し
て
積
極
的
に
参
加
し
親
睦

を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
報
「
シ

ル
バ
ー
や
ま
が
た
」
第
一
二
〇
号
の

発
刊
に
あ
た
り
ご
執
筆
・
取
材
に
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

U
R

L：
http://w

w
w

.sjc.ne.jp/yam
agatashi/

E
-m

ail：
yam

agatashi@
sjc.ne.jp

お
知
ら
せ
と

　
　
お
願
い

行
事
イ
ベ
ン
ト
案
内

行
事
イ
ベ
ン
ト
案
内

■
配
分
金
支
払
日

　
十
月
二
十
日
（
火
）

　
十
一
月
二
十
日
（
金
）

　
十
二
月
十
八
日
（
金
）

■
入
会
説
明
会（
午
後
一
時
三
十
分
）

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
入
会
の
勧
誘
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
十
月
十
五
日
（
木
）

　
　
二
十
二
日
（
木
）

　
　
二
十
九
日
（
木
）

★
地
区
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

　

本
年
も
各
地
区
ご
と
に
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

※�

女
性
部
会
で
は
、
未
使
用
の
タ
オ
ル
の

寄
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
地
区
研

修
会
の
際
に
も
受
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

★
創
作
品
展
示
即
売
会

日
時
：
十
月
二
十
二
日
（
木
）

�

～
二
十
四
日
（
土
）

場
所
：
山
形
テ
ル
サ
一
階

�

（
互
助
会
文
化
祭
会
場
）

　

出
品
作
品
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

男
性
・
女
性
会
員
と
も
積
極
的
な
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
新
規
の
会

員
さ
ん
を
大
募
集
し
て
い
ま
す
！
ぜ
ひ
、

ご
家
族
や
お
友
達
へ
入
会
の
勧
誘
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
十
月
は
普
及
啓
発
月
間
で
す
。

イ
チ
イ
チ
運
動
（
一
人
の
会
員
が
、
一

人
の
新
規
会
員
と
一
件
の
新
規
受
注
の

開
拓
運
動
）
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

特
に
女
性
会
員
の
入
会
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

地
域
の
総
合
検
診
は

�

　
必
ず
受
け
よ
う
！

　
健
康
で
な
け
れ
ば
良
い
仕
事
は
で
き
ま

せ
ん
。
各
地
区
の
総
合
健
診
を
受
診
し
て
、

健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

新
事
務
局
職
員
紹
介

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

嘱
託
職
員

�
本
夛
　
成
美

　
十
一
月
五
日
（
木
）

　
　
　
十
二
日
（
木
）

　
　
　
十
九
日
（
木
）

　
十
二
月
三
日
（
木
）

　
　
　
　
十
日
（
木
）

　
　
二
十
四
日
（
木
）

■
就
業
相
談
日
（
午
後
一
時
三
十
分
）

　

（
就
業
に
関
し
て
の
相
談
で
す
）

　
十
月
十
五
日
（
木
）

　
十
一
月
十
二
日
（
木
）

　
十
二
月
十
日
（
木
）

☆
し
る
ん
ば
コ
ミ
サ
ロ
ン
の
開
催
に
つ
い
て

　
女
性
会
員
の
た
め
の
楽
し
い
集
い

で
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

《
第
三
回
の
開
催
内
容
》

日
時
：
十
二
月
十
五
日
（
火
）

場
所
：
鈴
川
交
流
セ
ン
タ
ー
（
五
十
鈴
）

内
容
：
ク
リ
ス
マ
ス
の
デ
コ
ケ
ー
キ
作
り

　
※	

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
別
途

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、
様
々
な
催
し
を
企
画
中

で
す
！


